
県
立
船
橋
高
校
に
は
定
時
制
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
１

１
月
に
公
表
さ
れ
た
県
教
育
委
員

会
の
方
針
で
は
、
県
立
行
徳
高
校

の
定
時
制
を
廃
止
し
て
、
県
立
船

橋
高
校
定
時
制
に
統
合
す
る
こ
と

が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
苦
労
し

て
勉
強
し
て
い
る
生
徒
た
ち
か
ら
、

教
育
の
機
会
を
奪
う
よ
う
な
も
の

で
す
。

ま
た
、
定
時
制
で
は
学
校
給
食

が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年

４
月
か
ら
廃
止
の
見
込
み
で
す
。

日
本
共
産
党
千
葉
県
議
団
と
船
橋

市
議
団
は
２
月
５
日
、
給
食
の
状

況
を
見
る
た
め
に
学
校
を
訪
問
し

ま
し
た
。

１
食
７
０
０
円
程
度
の
実
費
に

た
い
し
て
、
県
が
業
者
へ
の
委
託

料
を
出
し
て
い
る
た
め
、
生
徒
は

３
１
０
円
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
船
橋
高
校
で
は
、
こ
れ
が

な
く
な
っ
て
も
生
徒
に
温
か
い
食

事
を
提
供
し
た
い
と
、
給
食
を
委

託
し
て
い
る
業
者
と
協
議
を
進
め

て
お
り
、
多
少
負
担
が
増
え
た
り
、

品
数
が
減
っ
て
も
、
出
し
て
い
き

た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
実
際
に
提
供
さ
れ

て
い
る
給
食
を
食
べ
ま
し
た
が
、

と
て
も
お
い
し
く
、
生
徒
た
ち
の

交
流
と
団
ら
ん
の
場
に
も
な
っ
て

お
り
、
存
続
す
べ
き
で
す
。

千
葉
県
病
院
局
が
突
如
と
し

て
、
市
原
市
に
あ
る
県
立
循
環
器

病
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
そ
の
機

能
を
こ
れ
か
ら
建
て
替
え
る
県
立

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
）

に
統
合
す
る
方
向
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。

そ
の
た
め
に
現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
て

替
え
基
本
設
計
を
一
時
中
止
す
る

と
い
う
乱
暴
な
や
り
方
で
す
。
基

本
設
計
は
、
今
年
度
予
算
に
計
上

さ
れ
、
一
部
執
行
さ
れ
て
お
り
、

白
紙
に
戻
せ
ば
税
金
の
無
駄
遣
い

に
な
り
ま
す
。

病
院
局
で
は
そ
の
理
由
を
、

「
昨
年
９
月
議
会
の
自
民
党
代
表

質
問
で
要
望
が
あ
っ
た
か
ら
」
と

し
て
い
ま
す
。
し
か
も
病
院
局
は

そ
の
こ
と
「
資
料
」
と
し
て
、
市

原
市
内
で
開
か
れ
た
医
療
関
係
会

議
（
※
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

（
※
）
「
市
原
地
域
保
健
医
療
連

携
・
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
」

（
２
０
１
７
年
１
１
月
２
７
日
開

催
）

「
自
民
党
」
と
い
う
特
定
党
派

が
「
要
望
」
す
れ
ば
、
議
会
で
議

決
し
て
い
る
予
算
の
執
行
よ
り
上

に
置
き
そ
れ
に
従
う
と
い
う
乱
暴

極
ま
る
や
り
方
で
、
議
会
制
民
主

主
義
を
踏
み
に
じ
る
暴
挙
で
す
。

こ
れ
で
は
、
自
民
党
の
言
い
な
り

県
政
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
あ
り

ま
せ
ん
。

地
元
、
市
原
市
の
南
総
地
区
町

会
長
会
で
は
、
「
県
か
ら
な
ん
ら

説
明
も
な
く
、
地
元
住
民
の
意
思

を
無
視
し
た
暴
挙
」
だ
と
し
て
、

移
設
反
対
の
署
名
運
動
を
開
始
し

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
千
葉
県
議
団
は
２

月
２
１
日
、
森
田
健
作
知
事
と
矢

島
鉄
也
県
病
院
局
長
に
た
い
し

て
、
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
の
現
在

地
で
の
存
続
と
機
能
拡
充
を
申
し

入
れ
ま
し
た
。

（２） ２０１８年３月１１日 日本共産党県議会議員 丸山慎一 がんばり通信 №３９５

知
事
と
病
院
局
長
に
た
い
し
て
循
環
器
病

セ
ン
タ
ー
の
現
在
地
で
の
存
続
を
要
望
す

る
共
産
党
千
葉
県
議
団
。

２
月
２
１
日
・
県
病
院
局
内

３
１
０
円
で
給
食
が

食
べ
ら
れ
る

ＮＰＯ法人「千葉県中途失聴者・難聴者協会」の役員のみなさんと

懇談しました。

人生の途中で病気や事故など、様々な理由で耳が聞こえなくなった

り、聞こえづらくなった人々は、生活や仕事で多くの困難を抱えてい

ます。とりわけ、耳が聞こえないという障害は「見た目」からなかな

か分からないので理解されにくく、転職を余儀なくされることもあり

ます。それまで培ってきた知識や技術を生かすことも困難で、生活を

続けることさえ難しい状況の人も少なくありません。社会的な交際の

機会も少なくなり、孤独に追い込まれたり、自らの障害を受け入れら

れないために精神的に落ち込む人がたくさんいます。協会では、こう

した状況を克服しようとコミュニケーション手段の講習会や要約筆記

者の派遣、相談機関の設置などを行政に求めています。

懇談の中で、「仕事一筋だったのに、耳が聞こえなくなったことを職

場に報告したら、第一線から外された」とか、「職場で、『耳が聞こえ

ないくせに給料をもらっている』と陰口を言われた」などの体験が話

されました。

また、補聴器や人工内耳は特別な電池が必要ですが、１年で３万円

から６万円もかかることなど、経済的な負担も大きいとのことでし

た。コミュニケーションを図る制度として手話がありますが、使えな

い人も少なくないため、要約筆記（話し言葉をその場で筆記しスク

リーンで映し出す方式）を大きく広げていくことが必要です。しかし

あまり知られていないため、周知と筆記者の養成が求められていま

す。補聴器でも鮮明に聞こえる磁気ループもあまり普及されていませ

ん。市によっては窓口に簡易型のループをおいているところもありま

すが、まだ少数なので、こうしたところの改善も必要です。

県
立
船
橋
高
校
の
定
時
制
給
食
を
試
食
す
る

参
加
者
。

＝
２
月
５
日
・
県
立
船
橋
高
校

議
会
の
議
決
よ
り
自

民
党
の
要
求
を
優
先

県
立
船
橋
高
校
定
時
制
で
は
お
い
し
く
て
バ

ラ
ン
ス
良
い
食
事
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

＝
２
月
５
日
・
県
立
船
橋
高
校


